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調査結果の概要  

 

 今年度実施しました『全国学力・学習状況調査』の結果についてお知らせいたします。調査対

象は、小学校6年生と中学校3年生です。角田市教育委員会といたしましては、各学校と情報を

共有しながら、児童生徒一人一人の学習状況に応じた学習指導の改善・充実に取り組んでいきた

いと考えております。今回、お知らせする結果については、市内の小・中学校の学習状況の傾向

を示しております。地域や保護者の皆様の深いご理解と温かなご協力の程よろしくお願いいたし

ます。 

 
 

 

（１）調査の目的 

① 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

② 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

③ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査実施日   令和６年４月１８日（木） 

 

（３）調 査 対 象       小学校６年生  ５校１６９人 

中学校３年生  ２校２２３人     

（４）調 査 内 容 

① 教 科 に 関 す る 調 査       ＜小＞国語、算数 ＜中＞国語、数学 

② 児童生徒質問紙調査    学習意欲、学習・生活習慣、規範意識、自己有用感等 

 

（５）その他 

  本調査は、市内小・中学校の傾向を示していますが、結果については、様々な学力の一部分であり、

学校における教育活動の一側面です。 

 

（６）教科に関する調査結果             

① 小学校における平均正答率比較                          〔％〕 
                    

 角田市 宮城県 全国 

国語 ６２ ６５ ６７.７ 

算数 ５５ ５７ ６３.４ 

 

② 中学校における平均正答率比較                          〔％〕 
                       

 角田市 宮城県 全国 

国語 ５１ ５５ ５８.１ 

数学 ４２ ４６ ５２.５ 

 

※宮城県の数値は仙台市を除く調査結果です。 
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教科に関する調査結果の分析と考察  
 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

下記は、角田市内の小学校６年生、中学校３年生の全国学力・学習状況調査における『平均正答率
（全体と観点別）』と『正答数分布状況のグラフ』です。以上の結果を分析し、考察しております。   

なお、正答数分布状況のグラフについては、縦軸が人数の割合(％)、横軸が正答数を表しており、
市内の児童・生徒の人数の割合は棒グラフで表記してあります。比較のために全国の割合を折れ線グ
ラフ（全国→◆、県→▲）として示してあります。 

『考察』については、平均正答率における全国との比較や、グラフを基にした正答者数分布状況、
そして、『問題別解答類型』の誤答分析から明らかとなった児童・生徒のつまずきポイント、今後の
指導の重点について記載しました。 

          

   （※『問題別解答類型』については、膨大な資料のため掲載を割愛しています。） 

 

 

 

 

（１）小学校 国語                      〔％〕 

  項目 

教科 

全体 知識・技能 思考・判断・表現 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

国語 ６２．０ ６５．０ ６７．７ ６２．７ ６6．7 ６９．８ ６１．２ ６3．６ ６６。０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答数分布状況】 ※設問数１４問  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

  全体の平均正答率は、全国を５.７ポイント下回りました。観点別の平均正答率では、「知識・技
能」が、全国の平均正答率を５ポイント以上、下回りました。また、正答数分布状況のグラフ（下
記）からは、８問の正答者の割合が多く見られました。さらに、問題別の誤答分析によれば、「話す
こと・聞くこと」に関する選択式の問題において、全国の平均正答率とかい離している状況が見ら
れ、昨年度同様、「話すこと・聞くこと」に関する指導事項に課題があることが分かりました。今
後、インタビュー等、目的や意図に応じて集めた材料を分類したり、関係付けたりして、伝え合う内
容を検討することができる力を高めていく指導を充実させていきます。 

考察 
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（２）小学校 算数                      〔％〕 
 

  項目 

教科 

全体 数と計算・図形 変化と関係・データの活用 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

算数 ５５。0 ５７．０ ６３．４ ５６．９ ６０．３ ６６．１ ５１．４ ５０．９ ５７．５ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【正答数分布状況】 ※設問数１６問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    【小学校の算数で正答率が県・全国を大きく下回った問題】      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の平均正答率は、全国を８.４ポイント下回りました。領域別の平均正答率では、「数と計算・
図形」「変化と関係・データの活用」ともに、全国を５ポイント以上、下回りました。また、正答数分
布状況のグラフ（下記）からは、１０問の正答者数が多く見られました。さらに、問題別の誤答分析
によれば、「計算に関して成り立つ性質」「除数が小数のわり算」「速さの意味」「角柱の底面や側
面」に関する問題の平均正答率が、全国と大きくかい離している状況にありました。特に、「計算に
関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答えを式や言葉を用いて記述できる
かどうかをみる問題」が、全国を１０ポイント以上、下回りました（※下記参照）。今後、「数と計
算」の領域を中心として、求め方や求めた答えを、式や言葉、数を用いて記述できる力を高める指導を
充実させていきます。 

考察 
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【正答例】 
  
 

《 求め方 》  

16÷２＝８で、かける数の 16 は、かける数の２の

８倍です。350×16 の積は、350×２の積の８倍だ

から、700×８＝5600 です。 

 

※正答の条件としては、次の「16 が２の８倍であるこ

とを表している式や言葉」と「700 の８倍になるこ

とを用いて、350×16 の積㋑を求める式や言葉」の

全てを書き、㋑を 5600 と書いていること。 

 

《 答え 》 ㋑ ５６００ 
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（３）中学校 国語                      〔％〕 
 

  項目 

教科 

全体 知識・技能 思考・判断・表現 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

国語 ５１．０ ５５．０ ５８．１ ５３．５ ５８．２ ６２．０ ４９．５ ４９．０ ５５．４ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【正答数分布状況】   ※設問数１５問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）中学校 数学                      〔％〕 

  項目 

教科 

全体 数と式・図形 関数・データの活用 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

数学 ４２．０ ４６．０ ５２．５ 36．5 40．0 47．１ 48．0 ５３．０ ５８．１ 

 

 

 

 

 

 

 
 

【正答数分布状況】 ※設問数 1６問 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全体の平均正答率は、全国を１０ポイント以上、下回りました。領域別の平均正答率では、「数と式・
図形」「関数・データの活用」のいずれも、全国の平均正答率を１０ポイント以上下回りました。ま
た、正答数分布状況のグラフ（下記）からは、５問と１問のみの正答者の割合が多く見られました。
さらに、問題別の誤答分析によれば、「確率」「三角形の合同証明」に係る問題の正答率において、
本市と全国とのかい離が大きく見られました（※次頁参照）。今後、「D データの活用」の領域におけ
る確率を用いて不確定な事象を捉え、考察したりする力や、「B 図形」の領域における三角形の合同
条件などを基にして、事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて証明する力等を高めていく指導を
強化していきます。 

考察 

全体の平均正答率は、全国を７.１ポイント下回りました。観点別の平均正答率は、「知識・技能」
「思考・判断・表現」ともに、全国の平均正答率を５ポイント以上、下回りました。また、正答数分布
状況のグラフ（下記）からは、１０～１１問の正答者の割合が多く見られました。さらに、問題別の
誤答分析によれば、「話すこと・聞くこと」の内容において、資料を活用し、自分の考えを分かりやす
く伝わるように話すための工夫を問う問題や、「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、短歌に用い
られている表現の技法を説明したものとして適切なものを選択する問題の正答率において、本市と全国
とのかい離が大きく見られました。今後、質問したり、資料を用いたりしながら、自分の考えを分かり
やすく伝えていく少人数による対話や協議、短歌等の比喩や反復、体言止め等の特徴ある表現技法を理
解する学習を意図的、積極的に行うといったような指導を強化していきます。 

 

考察 
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    【中学校の数学で正答率が県・全国を大きく下回った問題】      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【求め方】 合同を証明するためには、次の成り立つ事柄（a）～（d）とそれぞれの根拠を記述する必要があります。 

 

成り立つ事柄 根拠（例） 

(a)ＡＣ＝ＰＣ 

正三角形の辺はすべて等しい 

(b)ＣＱ＝ＣＢ 

(c)∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ 
正三角形の１つの内角は６０°より、「∠ＡＣＱ＝６０°＋∠ＰＣＱ」 
「∠ＰＣＢ＝６０°＋∠ＰＣＱ」 
 

(d)△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい 

 

 

【正答例】 

説明（例） 正三角形の辺はすべて等しいから、 

ＡＣ＝ＰＣ ……① 

ＣＱ＝ＣＢ ……② 

正三角形の１つの内角は６０°より、 

∠ＡＣＱ＝６０°＋∠ＰＣＱ 

∠ＰＣＢ＝６０°＋∠ＰＣＱ 

よって、∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ ……③ 

①、②、③より、２組の辺とその間の角がそれぞれ等

しいから、 

△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ  
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児童生徒質問紙調査結果の概要  

（１）児童生徒質問紙調査結果の概要   

※枠内の数字は回答した児童・生徒の割合＜上位 2 段階の肯定的な回答を集約した割合＞ 

太文字下線部の箇所は、県平均（仙台市を除く）、全国平均を共に上回った項目 

 

① 基本的な生活習慣・人間関係について                  〔％〕   

  質 問 項 目 
小学校 中学校 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

1 朝食を毎日食べていますか 92.1 93.1 93.7 86.7 91.5 91.2 

2 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 78.8 82.1 82.9 76.7 82.6 80.7 

3 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 92.7 91.1 91.6 88.6 93.7 92.5 

4 友達関係に満足していますか 91.6 89.9 91.1 89.1 89.4 90.1 

5 
困りごとや不安のある時に、先生や学校にい

る大人にいつでも相談できますか 
64.3 62.7 67.1 61.9 64.2 67.5 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 志教育、自己肯定感等について                      〔％〕 

  質 問 項 目 
小学校 中学校 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

1 自分には、よいところがあると思いますか 84.2 79.2 84.1 75.3 80.8 83.3 

2 将来の夢や目標を持っていますか 85.4 82.8 82.4 64.7 67.1 66.3 

3 
人が困っているときは、進んで助けています

か 
93.9 91.2 92.7 88.6 88.9 90.1 

4 
いじめは、どんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか 
97.0 96.2 96.7 93.4 95.0 95.7 

5 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 97.0 95.0 95.9 92.4 95.2 95.2 

6 
普段の生活の中で、幸せな気持ちになること

はどれくらいありますか 
93.3 90.3 91.7 87.6 88.0 89.8 

７ 
地域や社会をよくするために何かしてみたい

と思いますか 
78.2 81.0 83.5 77.6 75.8 76.1 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

「友達関係に満足している」と回答した割合は、小学校は全国平均よりも高く、中学校もほぼ同等の
傾向にあり、より良い交友関係を築くことができている様子がうかがえます。 

起床時刻の安定について小学校が全国平均よりも高い割合を示す一方、就寝時刻の安定については
小・中学校ともに全国平均を下回りました。基本的な生活習慣（項目 1、2、3）については、特に中
学校がすべて全国平均をやや下回っている上、強い肯定の割合も低い傾向にあり、今後もよりよい習慣
付けが図られるよう促していくことが必要です。 

考察 

小学校においては、7 項目中 6 項目が全国平均を上回りました。特に「自分には、よいところがあ
る」と回答する割合は年々高まっており、着実に自己肯定感が育まれている様子がうかがえます。また
「将来の夢や目標を持っていますか」の質問項目では、強い肯定の割合でも全国平均を上回り、志教育
の成果の表れと考えています。中学校においては、地域や社会への貢献意欲（項目 7）において、肯定
的な回答の割合が昨年度よりも 10 ポイント以上高くなり全国平均を上回りました。 

今後も、地域貢献に資する学習機会を充実させ、自己肯定感や自己有用感、幸福感を高めるための教
育活動の工夫をより一層進めていくことが必要です。 

考察 
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③ 家庭での学習・生活について                       〔％〕 

  質 問 項 目 
小学校 中学校 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

1 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金
曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強
をしますか（学習塾で勉強している時間や家
庭教師の先生に教わっている時間、インター
ネットを活用して学ぶ時間も含む） 
※小学校 1 時間以上、中学校 2 時間以上 

49.7 52.5 54.6 15.3 21.4 31.7 

２ 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日
当たりどれくらいの時間、勉強をしますか
（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先
生に教わっている時間、インターネットを活
用して学ぶ時間も含む）※小学校 1 時間以
上、中学校２時間以上 

51.5 48.8 48.6 22.4 30.6 36.2 

３ 

学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜
日）1 日当たりどれくらいの時間 PC、タブレ
ットなどの ICT 機器を勉強のために使ってい
ますか（遊びなどの目的に使う時間は除く） 
※小・中共に１時間以上 

13.9 21.9 19.8 11.4 19.2 16.6 

４ 

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれ
くらいの時間、テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマー
トフォンを使ったゲームも含む）をしますか
※小・中共に２時間以上 

55.7 56.7 

 

49.2 

 

59.9 51.0 48.9 

５ 

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれ
くらいの時間、携帯電話やスマートフォンで
SNS や動画視聴などをしますか（携帯電話や
スマートフォンを使って学習する時間やゲー
ムをする時間は除く）※小・中共に２時間以上 

33.3 38.6 33.8 71.0 58.3 55.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 学校での学習・生活について                       〔％〕 

  質 問 項 目 
小学校 中学校 

角田市 宮城県 全国 角田市 宮城県 全国 

1 学校に行くのは楽しいと思いますか 87.9 83.5 84.8 82.4 83.3 83.8 

2 
自分と違う意見について考えるのは楽しいと

思いますか 
72.1 73.8 75.8 71.9 76.6 76.2 

3 
授業で学んだことを次の学習や実生活に結び

つけて考えたり、生かしたりしていますか 
88.5 84.7 83.7 70.9 80.1 79.0 

4 国語の授業の内容はよく分かりますか 90.9 87.5 86.3 83.8 85.3 82.7 

5 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか 84.8 78.5 82.1 57.2 75.9 75.7 

6 

小 5．中 2 までに受けた授業でＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用しまし

たか。（週１回以上） 

93.4 86.8 85.5 91.0 93.0 89.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習時間については平日、休日を問わず小・中学校共に短い傾向にあり、特に中学校においては全国
平均を大きく下回りました。ＩＣＴ機器を活用した家庭学習の時間についても、全国平均を下回りまし
た。一方、１日当たりのゲームの時間やＳＮＳ、動画視聴の時間は、小・中学校共に長い傾向にあり、
特に中学校においては全国平均を大きく上回りました。 
 以上の傾向は従来から続いており、角田市教育委員会では今年度新たに「家庭学習の充実」を重点の
一つに掲げました。児童生徒が主体的かつ計画的に家庭学習を進める習慣を身に付けられるよう、今後
も働きかけを行っていくことが必要です。 

考察 

「学校に行くのは楽しい」の項目では、小学校は全国平均を上回り、中学校もほぼ同等の割合でし
た。国語や算数・数学において「授業内容がよく分かる」の項目では、小学校では全国平均に比べて高
い傾向にありますが、中学校では数学において全国平均を大きく下回りました。項目 6 の結果から、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業は小・中学校共に積極的に行われており、特に中学校は昨年度から 10 ポイン
ト以上向上するなど活用が広がっています。 

今後も、合い言葉である「学びって楽しい」を基に更なる授業改善に努め、「楽しくて分かる授業」
の実現を図っていくことが必要です。 

考察 
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      角田市教育委員会の取組  
 

 

 

 

角田市学力向上推進委員会を組織し、小中学校が連携して授業改善をはじめとする方策

に組織的に取り組みます。 
 

（１）学校と教育委員会の担当者で組織する「角田市学力向上推進委員会」で、児童生徒の実態等について

の情報共有を行い、具体的な学力向上に向けた方策に取り組みます。また、中学校区ごとに９年間を

見通した取組について協議し、小・中の連携を図ります。 

（２）宮城県教育委員会指定事業「学力向上マネジメント支援事業」「共に学ぶ教育推進モデル事業」に取

り組んだ成果を各種研修や授業実践に生かします。 
 

 

  標準学力調査を実施します。 
 

 

小・中学生を対象とした、標準学力調査を実施し、本市児童生徒個々の学力・生活習慣等の現状と課題を明

らかにした上で、授業改善や学び直しの実施など、対策を講じます。 
 

 

 

  大学等と連携し、校内研修の講師を派遣するなどの支援を行います。 
 

 

宮城教育大学（平成２４年２月連携協力に関する覚書を締結）をはじめとする教育機関・民間企業などから

専門家を招へいし、専門的かつ先進的な指導を受けながら実践的な研究授業を行い、教員の授業力や指導力の

向上を図ります。 
 

 

 ＩＣＴの効果的な活用を図り、児童生徒一人ひとりに個別最適な学び・楽しい学びの実

現を目指します。 
 

（１）児童生徒一人ひとりに配布した、タブレット端末（ Chromebook ）を、授業だけでなく、家庭学習等

にも活用します。  

（２）デジタルドリルの活用を図り、児童生徒が主体的に学び直しや個々に応じた学習ができるよう支援しま

す。  
                              

 

  学校図書館支援員・特別支援教育支援員を配置し、学校及び児童生徒をサポートします。 
 

 

（１）学校図書館支援員の配置（令和６年度は２名）により、学校図書館利用の促進や学校図書館の整備に努

め、読書に親しむ環境を整えます。                   

（２）児童生徒一人ひとりのニーズに合った教育活動の支援のために、各学校に特別支援教育支援員を配置

（令和６年度は３１名）し、個に応じた指導の充実に努めます。 
 
 

 

積極的に情報を公表し、学校・家庭・地域の連携を図ります。 
 

 

生活習慣や学習習慣等の課題について、必要な情報を積極的に公表し、学校・家庭・地域が連携・協力しな

がら改善に向かうよう努めます。 
 

 

 

  適応指導教室を設置し、様々な「学び」の形を支援します。 
 

 

 

平成３０年６月より、適応指導教室（名称：Coco はうすかくだ）を開設し、児童生徒のニーズに合ったサ

ポートを行い、児童生徒の学びを支援しています。 

４

３ 
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